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株式会社 岩手朝日テレビ



第２３６回 放送番組審議会議事録 
 

 

１．開催日時   令和２年３月２５日（水）午前１１時～ 

 

２．開催場所   岩手朝日テレビ 大会議室 

 

３．委員の出席 

 

    委員総数  ８名 

 

    出席委員数 ５名 

 

委 員 長       村 田  久  

委  員       小 松  豊  

委  員       藤 村 明 智 

委  員       石 川 健 正 

委  員       樋 口 知 志 

 

    欠席委員数 ３名 

 

委  員       そのだ つくし 

委  員       畠 山 さゆり 

委  員       佐 藤 年 男 

 

    会社側出席者名 

 

        代表取締役社長    畠 山  大  

        取締役報道制作局長  小 原  洋  

        報道制作局次長    阿 部 卓 司 

        事務局長       三 浦 茂 樹 

        事務局        波 岡  功  



４．議 題 

 

（１）社長あいさつ 

 

（２）４月単発・３月視聴率・２月視聴者応答記録について 

 

（３）合評課題について 

   合評課題：ほっとネットとうほく 

        命いただきます！～移住狩りガール奮闘記～ 

   放送日時：令和２年２月 29日（土）15：00～15：55 

 

（４）次回開催について 

   日  時：令和２年４月 22日（水）午前 11時～ 

   場  所：岩手朝日テレビ ３Ｆ 大会議室 

   合評課題：テレビ朝日系列被災３局共同制作 3.11報道特別番組 

        「復興の狭間で～被災地の希望と現実～」 

   放送日時：令和２年３月 11日（水）15：00～15：55 

 

（５）その他 

 

 

５．概   要 

狩猟免許の取得とジビエ料理の普及を目的に、住田町に 3 人の女性が移住して

きた。ベテランハンターに教わりながら狩猟活動を続ける一方で、町と深く関

わる仕事に携わり、人々との絆を深め、町の活性化に一役買っている。そんな

狩猟生活と町の人々との絆を追った内容。 

 

 ・3人の共通した目的、地元との交流、そして命に真剣に立ち向かう姿を良く 

捉えていた。若い女性が町を活性化させる取組みは、他の地域の参考にな

り、勇気を与える番組になった 

 

 ・命をいただく事、自然の恵みに感謝する姿がうまく描かれ、感動的だった 

 

 ・インターネットでは調べられない知識や経験がここにある 外に発信して

いきたいというコメントが良かった 

 

・ナレーションがはっきりした口調で淡々と語られ、よかった 

 

 ・動物愛護の面から、表現や映像に難しい部分が多いと感じた 

 

 


